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これは２万年くらい先のお話です。9278ｍの山に 103才の
ごぼうちゃんがいました。この人はすごく知ったかぶりをす
るので、みんなにきらわれています。しかし、４才のぼうちゃ
んと、ぽーちゃんがいやいやくらしていました。「知ってるか？
わしは太陽から来たんだよ」とごぼうちゃんが言うと、「しら
ねーよ」とぼうちゃんとぽーちゃんがいいました。こんなの
が毎日続いていました。

それをしょうめいするために「空を飛ぶぞォォ！」と言って
空を飛ぶじゅんびをしました。そしてジャンプしました。ぽー
ちゃんは、「飛んでねぇ～よ。しかも、もうそうでも飛んで
ねぇーよ」と言いました。そう言われてごぼうちゃんはある
事を思いつきました。そのころぽーちゃんは何のためにこい
つは飛んだんだっけ？･･･と思っていました。

次の日に、ごぼうちゃんは「今度こそ飛ぶぞォォォ」と言い
ました。そして鳥につかまりました。「はぁ。つかまってるだ
けじゃん。つまんねぇー。」と言い返したしゅん間に鳥がにげ
ようとしたので、つかまると鳥がぼう走し、ごぼうちゃんが
山のふもとまで落としてしまいました。「どうしよう･･･」と
ぽーちゃんとぼうちゃんが言うと、ぽーちゃんが「家をかい
体してのりものにしよう」と言いました。そして「川の流れ
にのってふもとまでおりました。そのときおじいちゃんは
「ぽーちゃんとぼう、どこいきやがった。ふざけんなよ！」

おじいちゃんは地球ににた星、最強の人だったので、だく流
を歩くのだってジャンプして鳥をつかまえるのだって可能な
のです。そしてぽーちゃんとぼうちゃんの乗り物から出てそ
んなにおこられないように、そろっとおじいちゃんの前にで
て早めにあやまりました。「ごめんなさい」でもおじいちゃん
はおこりました。ちなみに鳥はおじいちゃんがおこったあい
だに、にげてしまいました。めでたしめでたし。
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